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平成 20 年 8 月 29 日 

各 位 

会 社 名 ピ ジ ョ ン 株 式 会 社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 

     大 越 昭 夫 

(コード番号：7956 東証第１部) 

                         問合せ先 執行役員経営企画本部長 

                                                   高 坂  功 

 0 3 - 3 6 6 1 - 4 1 8 8 ( 直 通 )  

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 3 月 6 日の決算発表時に公表した平成 21 年１月期

業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

１．21 年 1 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 20 年 2 月 1 日～平成 20 年 7 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益

当期 

純利益 

1 株あたり 

当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 25,900 1,500 1,430 780 39 円 18 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 26,660 2,110 2,100 1,360 68 円 09 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 760 610 670 580 ― 

増 減 率             2.9 40.7 46.9 74.4 ― 
（ご参考） 

前 期 中 間 実 績 

（ 平 成 2 0 年 1 月 期 中 間 ） 

23,841 1,515 1,486 897 45 円 09 銭

 

２．21 年 1 月期中間単体業績予想数値の修正（平成 20 年 2 月 1 日～平成 20 年 7 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益

当期 

純利益 

1 株あたり 

当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 15,690 250 850 600  30 円 13 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 16,010 390 1,100 910 45 円 56 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 320 140 250 310 ― 

増 減 率             2.0 56.0 29.4 51.7 ― 

（ご参考） 

前 期 中 間 実 績 

（ 平 成 2 0 年 1 月 期 中 間 ） 

15,263 232 679 619 31 円 14 銭
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３．2１年 1 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年 2 月 1 日～平成 21 年 1 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益
当期 

純利益 

1 株あたり 

当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 52,900 3,470 3,400 2,000 100 円 46 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 54,000 4,000 4,000 2,600 129 円 88 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,100 530 600 600 ― 

増 減 率             2.1 15.3 17.6 30.0 ― 

（ご参考） 

前期実績（平成 20 年 1 月期） 
49,237 3,192 3,177 1,471 73 円 90 銭

 

４．21 年 1 月期通期単体業績予想数値の修正（平成 20 年 2 月 1 日～平成 21 年 1 月 31 日） 

  （単位：百万円、％） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益

当期 

純利益 

1 株あたり 

当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 31,800 500 1,200 800 40 円 18 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 32,000 550 1,400 1,050 52 円 45 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 200 50 200 250 ― 

増 減 率             0.6 10.0 16.7 31.3 ― 

（ご参考） 

前期実績（平成 20 年 1 月期） 
30,785 395 1,051 297 14 円 93 銭

 

５．修正の理由 

中国、北米を中心とした海外事業売上高が当初予想を上回って伸長していること、また、原材

料価格上昇の影響がある中、販管費の抑制に努めたこと等が主たる要因であります。 

尚、通期見込みに関しましては、引き続き原油価格等の高騰による原材料価格上昇等のリスク

要因はありますが、中間期までの業績に加え、引き続き海外事業が順調に伸長する予想であるこ

と、販管費の抑制への努力を継続すること等を踏まえての修正となります。 

 

※ 上記の予想数値は、発表日時点で入手可能な情報に基づき作成しております。そのため、

今後の様々な要因により、実際の業績は予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以  上 

 


